       　ガールズホーム運営報告書
　

２００９年１月～２００９年６月　上半期　　

今年の６月下旬時点で、寮母１名、副寮母１名、ケアテイカー１名、農作業員１名、料理長１名、副料理人１名、庶務係１名の計７名となっております。人数か増えた分人件費もかさみますが、その分、子供達の世話と生活環境と施設内外の環境も良くなっているので、決して無駄ではないと考えております。また人件費等が無駄にならないようスタッフ全員で力を合わして、さらに良くしていきたいと考えております。

新寮母が１月に決定し、ガールズホームは落ち着きを取り戻し、副寮母とともに、中心となって子供たちの世話をしております。

· ７月下旬時点で庶務係の女性が退職しましたので、現在は６名です。

当初定員２０名とお伝えしておりましたが、今年５月に、管轄部署から再度寝室の広さを測定するよう通達され計測しなおしたところ、建設時に作業員の図面の読み取り違いがあり、規定の２０人分の広さではなく１８名分の広さしかないことが判明しました。これにはこちらのあいた口がふさがらない状態となりました。以上の事から、現在のガールズホームには１８人が生活しておりますが、これが定員となります。しかし実際問題、どこの孤児院も定員オーバーなのは明白の事実ですので、わずか２名オーバーで管轄部署からの認可が遅れたわけでもないと思われます。子供たちが生活を始めてからすでに1年４ヶ月が過ぎています。認可傾向として、新しく建設され資金が潤沢にあると思われている施設はなかなか認可されにくいようです。もしくは強いコネクションや袖の下を通さないと早急には認可されないようです。これは、スリランカに悪い慣習がまだまだはびこっているということと、管轄している部署の副所長やその部下たちの職務怠慢が大きい要因ではあります。

以前の報告書でも申し上げましたが、実際は２００７年の１２月中旬から子供たちがくる予定だったのですが、管轄部署の署員の怠慢から２ヶ月遅れ、２月上旬になった経緯がありますので。

現在生活している子供の数は１８名です。この数字がスプートニクガールズホームの定員となります。

皆元気に日々過ごしております。

１月
　今月日本人の方によるダーネは１件、訪問者は２名、宿泊者は１名でした。

　今月誕生日を迎えた子供は４名です。

２０００年　１月６日　　ファーティマ（姉）

２００２年　１月１日　　ワーサナ　　（妹）この２人は姉妹です。

２０００年　１月２１日　サモディ

１９９８年　１月２９日　イマルカ

現在ファーティマ、ワーサナの姉妹は、スリランカ人のご夫婦の養子となる話が進んでいます。

１０日

新寮母（インドラ）が決定し、子供たちの生活にも落ち着きが出てきました。

下旬には井戸の深さをさらに３メートル掘り下げる作業をしましたが、地盤が固すぎるため１メートル掘り下げたところで断念。さらにここは、川に近いとはいえ地形の関係で水が溜まる場所ではなく、水が流れてしまう場所ということが判明し、新たに井戸を作ることにしました。新たな井戸は、門の近くに建てられた守衛小屋の前後２つ。３月中旬に掘りはじめ４月下旬に完成しました。

　

２月
　「i-to-ｉ」メンバーで２度目の訪問となったジャッキー。ナディーシャを養子にしたいと申し出てくれました。しかし、外国に住む外国人との養子縁組は現状では審査が厳しくなかなか困難ということが判明。でも、ジャッキー本人は、今後も定期的にここを訪れその話を進めるらしいです。しかし母親がいるのでよほどの事がないと養子縁組の話は難しいと思われます。

　今月日本人の方によるダーネはありませんでした。訪問者２名。宿泊者もその２名の方です。

　今月誕生日を迎えた子供たちは４名です。

１９９７年２月９日　　タクシラ

２００１年２月６日　　ウダーリ

２０００年２月２０日　セウワンディー

１９９６年２月２１日　二メーシャ

１８日　

ダーネ開始１周年記念。

　スプートニクで卓球練習している姉妹の妹さんから始まったダーネ。あれから１年。また子のこの誕生日にダーネが行われました。

２１日　

greenbirdスリランカ支部。

日本のNPO団体との協力で去年の１１月から行っている、クルネーガラのごみ拾いを、今回は子供たちが中心となり行いました。普段からごみを拾い慣れないと、どんなごみを拾ってよいのか分からないので、最初は落ち葉や落穂を拾っていたのには思わず笑ってしまいました。

その後何を拾うべきか説明した後はみんな本気でごみを拾ってくれました。これで後は、ごみを捨てない意識を子供たちの心に植え付ける事ができれば、このプロジェクトの意味もあるというもの。

　

３月
日本ではひな祭りの季節。今年はきちんと２月中旬に飾り付けをしました。しかし、片付けるタイミングを逸してしまい６月中旬になってしまいました。子供たちの婚期が遅れないことを願いたいです。でもその分、来年は早めにしまえば大丈夫？なのかしら。

今月日本人の方によるダーネはありませんでした。訪れた日本人の方もいらっしゃいませんでした。

３日

　前日にクルネーガラ州立会館でコンサートを行ってくださったホフマンさんが来られました。琴と尺八を演奏され、その演奏をバックに子供たちちがシンハラ語の歌と日本のひな祭りの歌をうたいました。

１４日

　守衛小屋の前の井戸を掘った穴にコンクリートの筒を入れました。あいにくの雨模様となりましたが無事に終了しました。その後４月下旬に完成。

１８日

　クルネーガラ地区の軍隊の方々からのダーネをいただきました。

２０日　

１年前にグラウンド横の庭に、日本人の方と一緒に植えた木々への水遣りが大変だったのですが、手動式ポンプが完成し、これで水をやるのがぐっと楽になりました。


４月
　スポーツ万能のディルニ。お正月前の定例会議で親が引き取ることが決定し、お正月前に卒所して家に帰りました。これからは家族みんなで元気に暮らしていって欲しいものです。

今月日本人の方によるダーネはありませんでした。訪問者１名。

９日

学校がお正月休みになったので、親御さんたちが子供を迎えに来ました。

１４日　

今日は大晦日。みんなで花火をしました。

１５日

新年。スリランカのお正月の儀式にのっとり、様々な儀式が行われました。

５月
　今月から、毎週日曜日の午前１０時から１時まで、年少組みと年長組みに分かれて絵画教室が始まりました。先生は以前スプートニクで教えていた方なので、気心も知れているので安心してお任せしています
　日本人の方によるダーネはありませんでした。日本人の訪問者２組３名。

今月誕生日を迎えた子供は1名です。

　１９９５年５月２４日　ドゥランジャリ　

　　　　　　　　　　　現在この子が最年長者です。

１４日

「i-to-i」ボランティアよりいただいた寄付で、ドミトリー横の洗濯場に、屋根の設置とコンクリートの足場を作るための作業が始まりました。

６月
　去年の１２月にOレベル（高校受験）を受けた最年長者だったシャーニカは、１月には戻ってくる約束をしていたのですが、こちらから連絡しても返事がなく何をしているのか不明に。そんな心配をしていたら７月上旬に母親と現れました。シャーニカの家族が一方的に約束を守らなかったので、シャーニカをここにおいておくわけには行かなかったので、実質１月に卒所させていました。今どうしているのだろうと思っていたら、今度行く新しいガールズホームも決まったようで、ここに置いていた荷物を取りに来ました。
　日本人の方によるダーネ８件、うち食事が４件、寄付金が４件ありました。

日本人の方で宿泊した方は１名。訪問者もその方１名です。一方「i-to-i」メンバーは７名訪れました。うち３名はスプートニクに宿泊しました。

　今月誕生日を迎えた子供は１名です。

１９９７年６月１３日　チャーパ　

　　　　　　　　　　　５月に誕生日を迎えたドゥランジャリの妹です。

無農薬野菜の畑も建物横のスペースだけでなく、守衛小屋の横にも作り、徐々にその規模が大きくなってきています。しかし、自給自足には到底足りない規模なので、利益につなげられまでには３年、５年と、まだまだ長い時間がかかりそうです。

１１日

今月誕生日を迎える子供は一人。姉妹でここにいる妹のチャーパです。誕生日は６月１３日です。１３歳になりました。本来なら一人の場合は当日に、複数いる場合は月末に祝うのですが、「i-to-i」メンバーの時間の希望もあり１１日にすることにしたようです。

約３ヶ月、ロビーに鎮座していたひな祭りのひな壇を、宿泊なさっていた日本人の方の力をお借りして片付けることが出来ました。日本の古い言い伝えがここスリランカでは有効かどうかは定かではありませんが、子供たちの嫁入りが遅れないことを願いたいです。婚期が遅れたらスプートニクのせいになるのかしら。

ガールズホームの周辺の田んぼは、苗から稲への成長段階のピークを迎え、それはそれはまばゆいばかりの緑色に輝いていました。来月には鮮やかな黄金色になり、中旬には稲刈りが始まると思われます。

２２日

定例会議。（半年に１度）

里親問題、子供の帰郷問題、施設認可問題など、たくさんのことが話し合われました。スリランカ国外での外国人との養子縁組は難しいのですが―――幼児売買の懸念があるため、その調査は慎重にそして何十回も行われるそうですーーー、国内は、国外と比べると比較的成立しやすいところがあります。今回はそれを希望するスリランカ人のご夫婦がいらっしゃったので、そのことについても話し合われました。

２５日以降

来月５日に、クルネーガラ県の孤児院を管轄する部署から代表者を招き、子供たちの踊りや歌を披露することが２２日の会議で決まり、そのための練習が始まりました。連日連日、学校から帰り昼ごはんを食べ終えるや否や、夕方の５時、６時まで行われました。その練習の成果は来月の５日に分かります。

今年も半年が過ぎました。新しい寮母の下、子供たちは以前よりもまとまりを持って活発に、そして元気に過ごしております。日本人の方々にダーネというものも浸透してまいりましたので、去年に比べてもダーネの申し込みは増えております。施設維持費の中でも食費が一番の比重を占めますので、国内はもとより日本そして諸外国の方々のダーネに頼るところが大きいです。今後も宜しくお願い致します。

今年はじめ２０名おりました子供たち、１名は親元に戻ることができました。スリランカの孤児院の形態と致しましては、両親がいない子供よりも片親しかいなく、経済的な理由や環境的な理由で育てることが出来ず、姉妹の中の何人かを、または姉妹をそろって施設に預ける例が多いので、親御さんや親戚の方々の収入やその他の面で安定した時には、子供をお返ししています。これは本来我々が目指していて望んでいるものなので、この率が上がることを目標としています。親御さんにお返しするまでに、よい習慣を教え悪い習慣を無くさせるのが我々の大きな役目となっております。そして両親がいない子供には、卒所までにしっかりと学問を身につけさせ、なおかつ何らかの技術を身につけさせることが最大の課題となっております。この技術習得に関してはどのようなことをすべきか、現在いろいろ検討中です。農業の習得、養鶏場の運営、裁縫技術の習得などがありますので、今後どのように進めていくか検討していきたいと考えております。皆様からの支援にだけ頼っていては、子供たちに“自立”という言葉を教えることが出来ませんので、なんとしても収入につながる技術や仕事をみにつけられる様に努力してまいります。

皆様、今後も末永くスプートニク　ガールズホームを宜しくお願い致します。

スプートニク　インターナショナル　スリランカ　スタッフ一同　

　　　

